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１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに 
環境庁から「平成12年度化学物質環境汚染実態調査」

1）を受託し，ジオクチルスズ化合物(ジオクチルスズオキ
シド＋ジオクチルスズクロライド)，フタル酸ブチルベン
ジルの2物質について，多摩川河口及び川崎港の2地点
で，水質，底質及び魚類を対象に実態調査を実施したの
でその結果を報告する。 
 
２２２２    調査方法調査方法調査方法調査方法    
2.1 2.1 2.1 2.1 調査対象物質調査対象物質調査対象物質調査対象物質    
  調査対象物質を表１に示す。 

表１  調査対象物質 
調査対象物質 水 質 底 質 生物 
ジオクチルスズ化合物 ○ ○ ○ 
フタル酸ブチルベンジル ○ ○ － 
    
2.2  2.2  2.2  2.2  試料及び試料採取地点試料及び試料採取地点試料及び試料採取地点試料及び試料採取地点 
  図１に示す多摩川河口（Ａ地点）及び川崎港京浜運河
(Ｂ地点)の２地点において水質，底質試料を採取した。
Ａ，Ｂ両地点とも約 50ｍ四方の範囲を一つの地点とし，
分散した形で各々３検体を採取した。魚は，多摩川河口
（Ａ地点）及び川崎港扇島沖（Ｃ地点）の２地点におい
て採取した。各々の試料の概要を表２,３,４に示す。    
    
    

    
    
    

    

    

図１ 水質,底質及び魚類試料採取地点 
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調査地点 採取年月日 水温（℃） 色相
透明度
(m)

濁度
(mg/l)

多摩川河口（A) 2000.10.26 20.4～20.7 灰緑色 1.0 10～16

川崎港京浜運河（B) 2000.10.26 20.8～21.3 青緑色 3.6～5.5 3～5

表２　　水質試料の概要

調査地点 採取年月日 水深（ｍ）
一般状況

(外観，臭気，夾雑物）
含水率
（％）

強熱減量
（％）

多摩川河口（A) 2000.10.26 3.5～4.5
泥状，海浜・磯臭

貝殻，植物片，ゴカイ
32～46 5～10

川崎港京浜運河(B) 2000.10.26 13～14
泥状，硫化水素臭

貝殻，金属片
52～65 10～12

表３　　底質試料の概要
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2.3 2.3 2.3 2.3 分析方法分析方法分析方法分析方法    
    分析方法は環境庁から指定された方法２）により実施し
た。各物質の分析フローチャートを図２，３に示す。ま
た，各物質のGC/MSの測定条件を表５,６に示す。 
 

 
図２ ジオクチルスズ化合物分析フローチャート 

 

 

 

 
図３ フタル酸ブチルベンジル分析フロ－チャ－ト 
 

表５ ジオクチルスズ化合物測定条件 

 
 

表６ フタル酸ブチルベンジル測定条件 

 
３３３３    調査結果調査結果調査結果調査結果    

項   目 条             件
使用機器  ＧＣ：HP　5890Ⅱ

 ＭＳ：JEOL　Ａｕｔｏｍａｓｓ－50Ⅱ
カラム  HP－５ｍｓ　30ｍ＊0.25ｍｍ＊0.25μｍ
カラム温度  60℃(２min)－20℃/min－130℃－10℃/min

－210℃－５℃/min －260℃－10℃/min 
 －300℃（２min）

キャリアーガス  He，１ml/min
注入方法  ｽﾌﾟﾘｯﾄﾚｽ　（ｐｕｒｇｅ　ｏｎ　1.0ｍｉｎ）
注入量  １ｕｌ
注入口温度  ２９０℃
イオン源温度  ２３０℃
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ温度  ２８０℃
イオン化法 ＥＩ
イオン化電圧  ７０ｅＶ
モニターイオン  ジオクチルスズ化合物　　373　（263，375）
（ｍ／Ｚ） テトラブチルスズ-ｄ36 318　（255）

トリブチルスズ-ｄ27 318
トリフェニルスズ-ｄ15 366

ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ-dｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ15ｍｌ

2回繰り返す

ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10

底質試料10ｇ 振とう抽出 超音波抽出

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ層
1/2分取

脱水・濃縮 GPC

内標準添加濃縮 GC/MS-SIM

NaCl  15g ヘキサン 5ml 10分間
ﾌﾀﾙ酸ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝｼﾞﾙ-d4

ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10

水質試料
100ｍｌ

内標準添加

振とう抽出 ﾍｷｻﾝ分取

GC/MS-
SIM

項　　目 条　　　　　　件
使用機器 ＧＣ：HP　6890　

ＭＳ：HP　5973
カラム  HP－５ｍｓ　30ｍ＊0.25ｍｍ＊0.25μｍ
カラム温度  50℃(２min)－10℃/min－270℃－5℃/min

－300℃
キャリアーガス  He，１ml/min
注入方法  ｽﾌﾟﾘｯﾄﾚｽ　（ｐｕｒｇｅ　ｏｎ　1.0ｍｉｎ）
注入量  １μｌ
注入口温度  ２８０℃
イオン源温度  ２３０℃
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ温度  ２８０℃
イオン化電圧  ７０ｅＶ
イオン化法 ＥＩ
モニターイオン フタル酸ブチルベンジル 149　（206）
（ｍ／Ｚ） フタル酸ブチルﾍﾞﾝｼﾞﾙ-ｄ153　（210）

フェナントレン-ｄ10 188

調査地点 採取年月日 魚種 個体数
体長
(ｃｍ)

体重
（ｇ）

脂質重量
(％)

多摩川河口（A) 2000.9.20 ｽｽﾞｷ 3 38～55 900～2700 6.5～14.2

川崎港扇島沖（C) 2000.9.20 ｽｽﾞｷ 3 39～48 940～2150 14.2～28.4

表４　　魚類試料の概要

NaCl  30g 2%NaBEt4 0.5mﾍｷｻﾝ 50ml ヘキサン 50ml 

ｻﾛｹﾞｰﾄ化合物 10分間 10分間

ﾍｷｻﾝ 50ml TeBT-d36. 50μｌ

１０分間

ｻﾛｹﾞｰﾄ化合物 1M HCl-MeOH/AcEt(1:1)

10ｍｌ，20ｍｌ

pH5 ﾍｷｻﾝ5ml，5ml ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶﾗﾑｶｰﾄﾘｯｼﾞ

2% NaBEt4 2ml 5%ｼﾞｴﾁﾙｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ6ml

0.2ml TeBT-d36,TeTP-d20

1ug/ml*20ul

ｻﾛｹﾞ-ﾄ化合物 1M HBr-MeOH

/AcEt(1:1)70ml

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾞﾚｰ10%NaBEt4 1M KOH/EtOHﾍｷｻﾝ40ml

N2吹き付け 40ml 40ml

0.2ml

再抽出

脱水・濃縮

脱水・濃縮 誘導体化 ｱﾙｶﾘ分解

底質試料＊へ

魚類試料
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  今回の調査における水質試料，底質試料及び魚類試料
の調査結果を表７～９に示す。 
3.1 3.1 3.1 3.1 水質試料水質試料水質試料水質試料    
  多摩川河口，川崎港共に調査対象物質のジオクチルス
ズ化合物とフタル酸ブチルベンジルの２物質は不検出で
あった。 
3.2 3.2 3.2 3.2 底質試料底質試料底質試料底質試料    
  多摩川河口は，調査対象の２物質が検出された。また，
川崎港ではフタル酸ブチルベンジルが検出されたが，ジ
オクチルスズ化合物は不検出であった。 
3.3 3.3 3.3 3.3 魚類試料魚類試料魚類試料魚類試料    
  多摩川河口におけるジオクチルスズ化合物は不検出で
あった。 
 

表７ 水質試料の調査結果 

 
表８ 底質試料の調査結果 

 
表９ 魚類の調査結果 

 
４４４４    考考考考    察察察察    
  水質，底質及び魚類について本市と全国3）とを比較し
た結果について次に示す。    
4.1 4.1 4.1 4.1 水質試料水質試料水質試料水質試料    
(1) ジオクチルスズ化合物は，本市では不検出であった。
全国では 49 地点中 1 地点の仙台湾で検出され，検出
範囲では 0.012～0.072ng/ml であった。なお,全国調
査では 0.0059ng/ml 未満の検出値は tr として扱われ
ている。 
(2) フタル酸ブチルベンジルは，本市及び46地点で行わ
れた全国調査とも不検出であった。なお,全国調査で
は0.14ng/ml未満の検出値はtrとして扱われている。 
4.2 4.2 4.2 4.2 底質試料底質試料底質試料底質試料 
(1) ジオクチルスズ化合物は，本市の多摩川河口では
0.022～0.041μg/g-dryであった。全国では49地点中
13地点で検出され，検出範囲は0.011～0.10μg/g-dry
であり，四日市港が最高濃度であった。なお，全国調

査では0.010μg/g-dry未満の検出値はtrとして扱わ
れている。 
(2) フタル酸ブチルベンジルは，本市で 0.035～0.043
μg/g-dry であった。全国では46地点中11地点で検
出され，検出範囲は 0.032～0.134μg/g-dry であり，
那覇港が最高濃度であった。なお，全国調査では0.028
μg/g-dry未満の検出値はtrとして扱われている。 
4.3 4.3 4.3 4.3 魚類試料魚類試料魚類試料魚類試料 
ジオクチルスズ化合物は，本市では不検出であつた。
全国では 39 地点中 12 地点で検出され，検出範囲は
0.00064～0.0065μg/g-wetであり，大阪川河口が最高値
であった。なお，全国調査では0.00064μg/g-wet未満の
検出値はtrとして扱われている。 
 
５５５５    まとめまとめまとめまとめ    
  川崎市では，水環境における化学物質対策として，毎
年数物質ごとの環境調査を行っている。環境省の「化学
物質環境汚染実態調査」の受託事業についても本市の化
学物質対策の一環として位置付け，今後も継続していく
予定である。 
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